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●あまがさ裕治　予算審査特別委員会(2022年３月10日)での質問
　現在の新百合ヶ丘駅周辺は、昭和52年5月発足の新百合丘駅周辺土地区画整
理組合事業によって事業決定の上、整備され、麻生区役所は昭和57年7月に開
業しました。地区内に新しく副都心としての行政管理機能をはじめ、社会福祉、
文化、教育、運動などの公益施設を総合的な土地利用計画の中で位置づけまし
た。同時に63億円と見込まれていた事業費のうち34億円を国と市の補助金とし
て支出しました。（当時の伊藤市長も「思い切った予算付けをした」とメディアに
コメントしています）
　新百合ヶ丘駅周辺土地区画整理事業における上物建設マスタープラン（下
図）による行政センター用地は19，500平方メートル。当時の公益用地買い込み
価格概算39億円から算出すると、15億6千万円となります。令和3年の路線価は
平米あたり41万9千円で、単純計算すると63億円となり、4倍の価格となります。
　また固定資産税上の土地だけでの課税評価額は63億円（縦長の補正0.8と不
整形0.96、商用地上限0.7）から算出すると、年間約7,500万円の固定資産税を生
む土地となります。これに加えて平米あたり13万円～15万円×床面積による評
価額に、0.017したものが建物分の固定資産税として発生してきます。
今回の試算から考えると再開発に伴って行政施設を検討すると、単独建て替え
でも複合ビルでのフロアー利用など、様々な対応が可能となることがわかってき
ました。いまになればこの先人たちの決断が、新百合ヶ丘の再整備において、川
崎市が駅前の一等地を大きな面積を保有するという重要な要素を生みました。
　北口の再開発にお
いて、現在の公益用
地は想定される区域
の5割近くを占めると
考えられ、川崎市は
権利者として大きな
構成員となります。こ
のことからも本市は
関係権利者とともに
主体的な役割が求
められます。

新百合ヶ丘駅周辺まちづくり方針策定の深度を増すためにも相当な決意を持っ
て臨むべきですが、担当副市長の見解をお示しください。 

■藤倉副市長　答弁
　新百合ヶ丘駅周辺につきましては、農住都市構想のもと、地権者と行政が一体
となって官民連携のまちづくりを進め、商業・業務・公共機能、文化・芸術施設の
集積を図り、現在のまちの骨格が形成されたところでございます。こうした中、横
浜市高速鉄道3号線延伸が事業化され、同路線延伸の機会を適切に捉えた土地
利用誘導や交通環境改善を図る必要があると考えており、新たな街づくりに本市
が担う役割は非常に大きいものと認識しております。
　これらを実現するために、より一層地域と行政が一体となり議論を深め、これか
らの広域拠点にふさわしい新たなまちづくりに向けた取組を進めてまいります。

●あまがさ裕治　予算審議特別委員会(2022年３月10日)での質問
　新百合ヶ丘のまちづくりが始まってからすでに45年の月日が過ぎようとしてお
り、麻生区役所も現存の区役所としては最も古い築40年の建築物となっていま
す。区民からも建物本体やトイレなどをふくめ老朽化にたいする再整備を要望
する声をうかがってきました。区役所施設や機能について市民の声を聴くことは、
今後の区役所に求める区民の意識を検討していくうえで重要であると考えます
が、麻生区長の考え方をお答えください。
■三瓶・麻生区長　答弁 
　麻生区は昭和5 7年に分区により誕生し、今年7月には区制40周年を迎えます。
区庁舎においても、築後40年を経過し、老朽化が進んでいることから、令和2年
度、3年度にトイレの全面リニューアル、令和3年度に外壁の全面改修を行うな
ど、適切に修繕・補修を行っているところでございます。
横浜市高速鉄道3号線の延伸は、駅周辺の活性化にとどまらず、新たなまちづく
りの契機となることから、今後も区役所として、施設更新などハード面での区庁舎
の考え方やソフト面で区に求められる機能について、資産マネジメントの考え方
等を踏まえ、関係局とも連携を図りながら、町内会・自治会をはじめ、広く区民の皆
様の声をうかがってまいります。

約15億6千万円が、概算６３億円余。45年前の公益用地の
買い取りが麻生区の大きな財産に。市は決意を持って、まちづくり方針策定を

食育の場・給食のストローからSDGsの取り組みを

広域拠点にふさわしい、新しいまちづくりをすすめる

麻生区役所　ハード、ソフト両面で機能検討を進める

●あまがさ裕治　予算審査特別委員会(2022
年３月10日)での質問
　SDGsの理解を子どもたちに広めるためには、
食育の場である給食の機会は重要であります。
麻生区においては1月に市長も出席のもと小中
学生主体の「こどもSDGsフォーラム」が開かれて
熱心な活動報告が行われました。ある児童はこ
の活動のきっかけが、学校給食の牛乳ストロー
をどうしたら削減できるかにあったと発表され
ていました。北九州市ではすでに実施され年間
7トンもの削減がなされています。
　小学生の発案から他の児童生徒へと波及効
果を生むためにも、削減実現に向けて検討に入
るべきですがPTの設置も含めてうかがいます。
■教育長　答弁
　これまでも学校給食における環境配慮の取
組を重視し、地産地消の推進、給食残渣の削減、
残渣や廃油の再資源化など積極的に取り組ん
でまいりました。本市の学校給食用牛乳につき
ましては、国の補助制度を活用し、神奈川県から
県内統一価格で提供されており、ストローレス
パックの採用について、各メーカーが一律に導
入するには課題が多いが、本市以外にも県下自
治体から同様の問い合わせが増えていることか
ら、意向調査に向けて準備を始めたと聞いてい
ます。今後については、脱プラスチックの取組と

して県やメーカーに働きかけるとともに、学校
関係者や保護者代表等を委員とした学校給食
運営連絡調整会議などの場で提案し、委員の皆
様から御意見をうかがいながら、SDGsの達成に
向けて積極的に検討してまいります。
●あまがさ裕治
　SDGsフォーラムに出席、子どもたちと真摯に
議論されていました。市長からもミートフリーデ
ーに取り組む区内事業者ついての実例が紹介
されていましたが、牛乳ストロー削減による
SDGs波及効果についての見解をうかがいます。
■福田紀彦・川崎市長　答弁
　本市では、学校給食を健康給食として取り組
んでいるところであり、SDGsの視点を持った学
校給食の取組と掛け合わせて進めていくことは
大変意義のあるものだと考えています。
　地球温暖化やマイクロプラスチックによる生
態系への影響などの環境問題が、世界的にクロ
ーズアップされている中で、フォーラムでは本市
の児童生徒や企業団体等の多くの人々が、牛乳
ストローの削減も含めて身近な問題として捉
え、解決策を自主的に考えて取り組んでいる姿
に感銘を受けたところでございます。
　こうした一人ひとりの取り組みが、市民全体の
SDGsに対する意識の高まりにつながっていくよ
う期待をしているところでございます。

行政施設・市民施設等の配置（上物建設マスタープラン）

街区番号 面積（㎡） 配置施設名

4-6 19,509
行政センター

（区役所、市民館、図書館、
保健所、消防署等）

34-2 4,290 体　育　館

11-1 5,796 マイコンシティ関連施設
及び管理・情報サービス施設

40-1・2 16,692 小　学　校

44-4 2,697 保　育　所

出典：新百合丘駅周辺土地区画整理事業のあゆみ
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